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　明治二十一（1888）年生まれの恒藤（井川）恭と、同二十五（1892）年生まれの芥川龍之介は、
どちらも十代で日露戦争を〈経験〉し、両者が親友となった二十代にかけての青年期に、トル
ストイズムの流行に浴している。「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」というシンポジウムのテー
マを受け、芥川龍之介と比較する形で、恒藤の日露戦争およびトルストイ体験と、その思想へ
の影響を考えてみたい。
１　日露戦争
（１）恒藤恭の日露戦争
　まず、恒藤恭が日露戦争をどう経験したのか、確認してみたい。当時恒藤は島根県立第一中
学校に在学中であり、当時の日記から毎日の様子がうかがえる。関口安義は日露戦時の「井川
日記」について次のように述べている。
　恭の中学時代、日本とロシアとの関係は悪化の一方をたどっていた。「井川日記」はむ
ろんそうした社会情勢にも言及している。「日露戦争愈々近きにありとの噂にして日魯
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の
交渉破裂の外なし」（一九〇四・一・一三）、「本日午后十時宣戦の詔勅を発布せらる。昨日
破壊せし魯国軍艦は、ボルタワ、ディアナ、アフォコルト、ノーウィーク等なり」（一九〇四・
二・一一）、「戦捷の為人々酔へるがごとし」（一九〇四・二・一一）と日露戦争の様子は、
一九〇四（明治三七）年の日記帳の「社会の出来事」欄に、毎日入念に書き留めている。
政治や社会への関心は、この頃から人一倍強かったと言えよう。
（関口安義『恒藤恭とその時代』33 頁　平一四・五　日本エディタースクール出版部）
　戦況の情報源はもちろん新聞であったと予想される。実際に「社会の出来事」欄に記された
戦況記事のうち数点と、当時の松江の地元紙の戦況記事とを比較してみる。なお恒藤が投稿を
した記事の切り抜きが残っていることなどから、井川家では「松陽新報」を購読していたもの
と思われるが、日露戦時の「松陽新報」が図書館等には現存せず確認できなかったため、もう
一つの地元紙である「山陰新聞」を参照した。
◦明治三十七年二月八日
　「我水雷駆逐艇旅順口に入り魯艦三隻を沈没す」（「井川日記」）
　「八日午前十一時日本艦隊は旅順港口に於て露国軍艦を攻撃し魯
ママ
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隻我カ水雷艇に衝突して沈没せられ」（「山陰新聞」二月十一日二面電報欄）
◦同二月九日
　「本日正午我日本艦隊仁川外に於て魯艦ワリヤーク コレーツと戦ひ二隻を轟沈せしめたり／
（正午）我艦約十六隻旅順口外に於て大に魯艦と戦ひて捷つ魯艦四隻破壊」（「井川日記」）
　「仁川港外の海戦に於ては露国軍艦コレーツ号は破壊しワリヤーク号（巡洋艦六千五百噸）
は数時間抵抗の後自から火事を起し猛烈なる火焔に包まれ日本艦隊は殆んど無事なり」（「山
陰新聞」二月十一日二面電報欄）
◦同三月二十八日
　「昨二十七日午前三時我水雷艇隊は閉塞船四隻を以て旅順口に近接せしめ閉塞沈没せしめ我
艦隊は陸上にむけ大砲撃をなせり／閉塞船にのりこみし廣瀬海軍中佐戦死せり」（「井川日記」）
　「廿七日午前三時我水雷艇隊は閉塞船四隻を以て旅順口に近接し閉塞船を沈没せしめ日本艦
隊は陸上に向け大砲撃を加へたり」（「山陰新聞」三月二十九日二面電報欄）
◦同十一月四日
　「旅順攻囲軍の攻撃はまずゝゝ成功せりといふ。戦地にては天長節を祝し士気益々旺盛なり
とか。」（「井川日記」）＊踊り字「〳〵」は本稿横書きのため仮に「ゝゝ」で示した。
　「三日は天気好く晴朗にして天長節を祝賀し士気大に振ふ敵兵は未明より我左翼に砲撃せし
も何等の損害無し恰も祝砲を放つに異ならず」（「山陰新聞」十一月五日二面電報欄）
◦同十一月二十七日
　「旅順大攻撃の方
〔ママ〕
至る。その陥落には、巨額の費用と多大の犠牲をはらはざるべからずとなり、
前者はいかんともすべし、後者に至つては慄然たらざるをえず。」（「井川日記」）＊傍線引用者、
以下同。
　「旅順攻囲の隊形成りしより既に数月を経総攻撃又三回に及び有らゆる方法を尽くし都べて
の手段を試みたり今や最期の総攻撃を以て一挙攻落せんとす之が為め多大の犠牲を供し高き
代価を払ふの止むなきは予め国民の覚悟すべき所なりと云ふ」（「山陰新聞」十一月二十八日二
面電報欄）
　このように、新聞で報じられた、前日の戦況を、前日の日記欄に記載していたらしい。淡々
と記すのみで、特に感慨などを述べてはいないが、傍線部については多大の人的犠牲をまぬが
れないという記事に珍しく感情を吐露している。
　戦況報告以外の日露戦関係記事も日記からいくつか拾ってみる。日露戦で戦死しその後長
く〈軍神〉と讃えられることになった廣瀬武夫中佐については、三十七年四月十三日「社会の
出来事」欄に「本日 東京に於いて旅順第二回閉塞の際勇壮の戦死をなし軍神とたゝへらるゝ
廣瀬中佐の葬儀あり但し遺骸は海中に敵弾のためにおち魯国軍に発見せられて丁寧なる葬儀を
うけたれば青山に葬れるは一片の残りたる肉塊のみ」と記している。中佐はすぐに英雄となり、
早速出版された関連本を恒藤は購っている。同四月二十五日「往来」欄には、「三時ごろ有田
に行き佐藤姉上〔実姉シゲ〕に軍神廣瀬中佐といふ本を川岡に行き兄上〔実兄亮〕にプッシン
大阪市立大学史紀要　第 7号（２014年）36
グツーゼフロントの註釈をもとめたり」とある（〔　〕内引用者、以下同）。有田、川岡は当時
松江にあった書店で、日記にはよく登場する。姉に頼まれて買ったようであるが、同日の日記
「得たる思想」欄には「軍神廣瀬中佐をよむ 中佐名は武夫豊後の国の人その忠勇壮烈古今無比
にして軍神とあがめられ功三級の金鵄勲章をたまはりき」とあり、恒藤は早速目を通したよう
である。この本は『軍神廣瀬中佐』（日露戦争実記 臨時増刊 第九編 明三七・四・一八　博文館）で
あろう。同書の、廣瀬中佐の葬儀の様子を伝える記事（114 頁）に「次で『海軍中佐贈正四位
功三級廣瀬武夫之柩』と記せる銘旗を翻し、次で藤井兵曹長は四等五等の二勲章、関大尉は三
級金鵄勲章を捧持し」とあり、有馬中将の弔事にも「聖上先に君の軍功を嘉みせられ忝くも功
三級に除し金鵄勲章を授け賜ひ十餘日更に異例を以て正四位を贈らる」などとあり、こういっ
たところからの情報を恒藤は日記に記したものと思われる。
　このように、日露戦当時中学生だった恒藤は、新聞で毎日戦況を確認し、戦いに関する話題
の書があればすぐに買って読むなど、高い関心を示している。
　では、戦後数年経った後は日露戦をどう感じていたのだろうか。次に恒藤の第一高等学校時
代の日記、「向陵記」を見てみたい。本文は『向陵記──恒藤恭　一高時代の日記──』（大阪
市立大学大学史資料室編、平一五・三　大阪市立大学発行）による。
　まず、明治四十三年十二月三十日（『向陵記』第二巻所収）には、「白木屋の前にハ馬車が一輌留っ
てゐた。須田町でおりる。軍神廣瀬中佐は例のごとく、黒づんだ渋茶色の顔をして、ある物を
凝視して余念無いやうな顔附で立ってゐる。わづかに雲を帯びた日ざしがてらして、さぶそう
だ。」と、日露戦時に伝記本を買って読んだ廣瀬中佐について、この四十三年に建てられたば
かりの銅像をやや滑稽化するような筆調で描いている。廣瀬中佐への尊崇の念が薄れたという
よりは、銅像を建てるという顕彰のしかた、中佐を教化に利用しようというあり方への揶揄と
もとれる。
　一方で、大正二年三月十六日には、友人を訪うため東郷坂を歩いていた時、東郷邸を通りか
かったとして、東郷平八郎の姿を見かけた感慨を以下のように記している。
一人の老人がむっくりと羽織をき、ふところ手をして、鳥打をかぶってうゑこみの間をあ
るいてゐる。どうも東郷さんらしい。よくハみえぬが、何かしきりに下駄のさきでつゝい
てをられる。／どうもしっかと、それが大将のかほであるとたしかめないとすまないやう
な気がしてなほもみてゐると、あちこちと木や草をみまはりながらあるかれる瞬間に、白
いひげ、下ぶくれのゆたかな頬に、てっきりそれとわかった。〔中略〕偉人の生活の側面
──活きた伝記の一頁を目のまへにみるやうな気がして、ほんとうになつかしく床しく
思った。〔中略〕わたしは、あのふところ手をしてうら庭を逍遙される、アドミラル東郷
のおもかげを永く忘れまい。そこには雄大な精神の、おだやかな静けさが漂うて居た。
　これを見ると、日露戦の英雄であり、尊敬に値すると感じた人物への素直な敬意を恒藤は持っ
ていたようだ。ただ、『向陵記』で他に日露戦にかかわる軍人をめぐる記事としては、大正二
年二月五日午後の倫理の講義で、明治天皇御大葬の際の乃木大将の殉死（前年九月）をめぐる
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議論がある。講義の帰りに恒藤は芥川と議論を続けているが、乃木については東郷に対する
ような評価はしていない（1）。また恒藤の「神戸衛生院日記」（『恒藤恭滝川事件関係資料 ; 神戸時代
の井川（恒藤）恭 』（恒藤記念室叢書 2 平二四・三　大阪市立大学大学史資料室））明治四十一年九月
十七日の記事には、神戸の湊川神社に詣でた際、同社に置かれていた戦艦三笠の大檣の破片（被
弾して折れたもの）を見たとあるが、特に感想は記していない。
　以上のように、日露戦時の恒藤は、新聞報道や関連本を熱心に読んで戦況や人物を知り、一
喜一憂していた少年であった。数年経っても敬意を表すべき英雄に対する尊敬は変わらないが、
銅像など〈軍神〉を利用するような動きには冷めた眼を持っていたようである。次に芥川龍之
介の日露戦争について概観する。
（２）芥川龍之介の日露戦争
　芥川と日露戦争とのかかわりについては、熊谷信子による二本の論文「芥川龍之介の描いた
日清・日露戦争──「首が落ちた話」──」および「芥川龍之介の描いた日清・日露戦争（続）
──「将軍」齟齬の連鎖──」（「遊卵船」平一六・六および平一七・五）にまとめられている。本
稿では同論で紹介されているものも含め、またその他の資料も加えつつ、恒藤との比較の上で
あらためて芥川の日露戦体験を振り返ってみたい。
　まず芥川と日露戦とのかかわりで最初に見出される資料は、『芥川龍之介全集』第十七巻（第
二刷平二〇・五　岩波書店）に芥川書簡の第一号として写真で掲載されている、軍艦〈出雲〉
艦長への自筆絵葉書である。明治三十八年六月二日付で「日本海々戦の大捷を祝し奉る　東京
府立第三中学校一年級　芥川龍之介」と書いた軍事郵便である。中学校で生徒たちに書かせ、
送ったものであろう。同全集の注によれば出雲の当時の艦長は伊地知季珍であった。この絵葉
書は現在日本近代文学館に所蔵されており、同館の館報「日本近代文学館」第三九号（昭五二・九）
に「「芥川龍之介展」の新聞記事を読まれた北区在住の黒瀬ふみ氏から」「いただいた」とある。
日露戦時の芥川が戦争に関連して書いたもので現存するのはこの資料のみである。芥川にとっ
て日露戦がどのようなものであったかは、芥川がその晩年に回想して書いた随筆類を見るしか
ない。「追憶」（大一五・四～昭二・二「文藝春秋」）には、次のような回想がある。
　「動員令」
僕は例の夜学の帰りに本所警察署の前を通つた。警察署の前にはいつもと変り、高張提灯
が一対ともしてあつた。僕は妙に思ひながら、父や母にそのことを話した。が、誰も驚か
なかつた。それは僕の留守の間に「動員令発せらる」という号外が家にも来てゐたからだ
つた。僕は勿論日露戦役に関するいろいろの小事件を記憶してゐる。が、この一対の高張
提灯ほど鮮かに覚えてゐるものはない。いや、僕は今日でも高張提灯を見るたびに婚礼や
何かを想像するよりもまづ戦争を思ひ出すのである。
───────────────────────────────────────────────
　（1）　このときの乃木をめぐる議論については『向陵記―恒藤恭　一高時代の日記―』の解説（広川禎秀）
に言及がある。
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　「日本海々戦」
僕らは皆日本海々戦の勝敗を日本の一大事と信じてゐた。が、「今日晴朗なれども浪高し」
の号外は出ても、勝敗は容易にわからなかつた。すると或日の午飯の時間に僕の組の先生
が一人、号外を持つて教室へかけこみ、「おい、みんな喜べ。大勝利だぞ」と声をかけた。
この時の僕等の感激は確かに又国民的だつたのであらう。僕は中学を卒業しない前に国木
田独歩の作品を読み、何でも「電報」〔全集注より「号外」か〕とか云ふ短篇にやはりか
う云ふ感激を描いてあるのを発見した。／「皇国の興廃この一挙にあり」云々の信号を掲
げたと云ふことは恐らくは如何なる戦争文学よりも一層詩的な出来事だつたであらう。し
かし僕は十年の後、海軍機関学校の理髪師に頭を刈つて貰ひながら、彼も亦日露の戦役に
「朝日」の水兵だつた関係上、日本海々戦の話をした。すると彼はにこりともせず、極め
て無造作にかう云ふのだつた。／「何、あの信号は始終でしたよ。それは号外にも出てゐ
たのは日本海々戦の時だけですが。」
また「本所両国」（昭二・五・六～五・二二「東京日日新聞（夕刊）」連載）でも、
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ゐなかつた。僕はもうその時にも矢張り日本兵も一人位は死んでゐるのに違ひないと思つ
たりした。しかし日露役の起つた時には徹頭徹尾ロシア位悪い国はないと信じてゐた。僕
のリアリズムは年と共に発達する訳には行かなかつたのであらう。もつともそれは僕の知
人なども出征してゐたゝめもあるかも知れない。この知人は南山の戦ひに鉄
てつでうまう
条網にかかつ
て戦死してしまつた。鉄条網といふ言葉は今日では誰も知らない者はない。けれども日露
役の起つた時には全然在来の辞書にない、新らしい言葉の一つだつたのである。僕は大き
い表忠碑を眺め、今更のやうに二十年前の日本を考へずにはゐられなかつた。同時に又ち
よつと表忠碑にも時代錯誤に近いものを感じない訳には行かなかつた。
とある。いずれも皮肉に満ちた冷めた眼で戦時の熱狂をふり返っている。
　小説作品では「将軍」（「改造」大一一・一）において日露戦争の狂気とＮ将軍（乃木将軍がモ
デル）を皮肉たっぷりに描き、鉄条網にも言及している。「将軍」の材源は実際に従軍した講
談師桃川若燕の講談本『乃木大将陣中珍談』であり、芥川は一下級兵士の視点からみた日露戦
の様子を巧みに同作に取り入れている（2）。  
　作品に書かれた以外の周辺事情としては、まず芥川夫人、旧姓塚本文の父、塚本善五郎が海
───────────────────────────────────────────────
　（2）　「将軍」とその材源については拙論「芥川龍之介「将軍」考―桃川若燕の講談本『乃木大将陣中珍談』
との比較―」（「国語国文」平一五・三、拙著『芥川作品の方法―紫檀の机から―』（平二一・七　和泉書院）
所収）にて論じた。
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軍軍人として日露戦で戦死したことがある。これについては先掲の熊谷論において、夫人によ
る回想が、芥川文（述）中野妙子（記）『追想 芥川龍之介』（昭五〇・二　筑摩書房）を引い
て紹介され、「推測にすぎないが、芥川が文から戦艦初瀬に載っていた善五郎のことや、その
他日露戦争にまつわる話を聞いていた可能性は十分考えられる」と述べられている。
　塚本善五郎の海軍における功績とその戦死については、日本近代文学館芥川龍之介文庫蔵で
芥川旧蔵とみられる『明治三十七八年戦役／海戦誠忠録』（海軍教育本部著、明四一・八　忠勇顕
彰会発行）に記載がある。「第十七　大に戦前の準備に努め遂に初瀬と共に戦死す　第一艦隊参
謀海軍少佐　塚本善五郎」という一節を、以下に全文引用する。
塚本少佐は東京の人なり明治二十三年七月海軍兵学校を卒業して海軍少尉候補生を命ぜら
れ軍艦金剛に乗り組み土耳古軍艦「エルドグロール」〔引用者注、エルトゥールル〕号の
遭難生存者を送りて同国に航海す二十七八年戦役に方り高雄航海士を以て出征し戦功あり
二十九年四月海軍大尉に任じ三十二年三月海軍大学校将校科乙種学生を命ぜられ翌年五月
優等を以て業を卒へ更に甲種学生を命ぜらる三十三年清国事変に際し学生を免ぜられ上海
に揚陸すべき海軍陸戦隊参謀の内定を以て扶桑分隊長に補せられ中途厳島に転乗し同地に
航す事平らぎたる後更に学生に復し三十四年十月海軍少佐に昇進し翌年七月優等を以て卒
業し恩賜の刀一振を拝受す〔引用者注、この刀がのち靖国神社遊就館に寄贈されたこと、
先掲の芥川文の回想記にある〕後ち常備艦隊参謀に補せられ日高司令官長官幕僚を命ぜら
る已にして三十六年春東洋の風雲漸く急を告げ首要なる軍艦を挙げて常備艦隊に編入せら
るゝに至り塚本少佐は百方計画を案じ将に来らんとする戦闘に応ずる為め各級各航の演習
操練等に努め日夜孜々として奮励し寸時も忽かにせず人をして其精力の強大なると画策の
適切なるとに驚かしむ殊に佐世保港外に於て常装薬射撃の実施を案出したるが如きは実に
其最も緊切なるものなり同年十二月海軍少佐秋山眞之海軍大学校教官より出でゝ常備艦隊
参謀に補せらるゝに及び梨羽司令官幕僚に転じ次で翌三十七年二月出征し爾来同司令官旗
艦初瀬に在りて大いに参画する所あり五月十五日初瀬の機械水雷に罹るや梨羽司令官を補
佐して応急処置に努め将に端舟を準備して旗艦を他に移さんとして恰もフライングブリツ
ヂを駛走する際第二回の爆発に遭ひて遂に戦死す／塚本少佐は人と為り温厚にして頭脳明
晰最も画策に長ず少佐が戦没前艦隊の訓練に参画して大いに準備に努めたるの功は特に永
世没すべからざるなり
　善五郎が最初に乗り組みトルコまで航海したという軍艦金剛は、芥川が機関学校時代に航海
見学として乗り「軍艦金剛航海記」（「時事新報」大六・七・二五～二九）を書き残した金剛とは
全く別の軍艦であり直接の関係はないようだ。この『海戦誠忠録』は文夫人が遺族として発行
元からもらい受けるなどしたものかもしれないし、あるいはもともと芥川の蔵書であったのか
もしれないが、いずれにせよ芥川家に所蔵されていたものであり、芥川はこういった資料を通
しても日露戦や岳父についての知識を得ていたようだ。
　先に引いた「追憶」「本所両国」などの随筆は、後年の回想とて、割り引いて受け取らねば
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ならないであろうが、日露戦で知人や後年の義父を失った経験、また海軍機関学校に勤める経
験も経て、芥川の軍人や戦争に対する嫌悪は高まっていったようだ。
　その点について、周辺からの証言として「敗戦教官芥川龍之介」（「中央公論」昭二七・三）と
いう記事を挙げたい。著者の諏訪三郎が、芥川の海軍機関学校時代（大正五～八年）の教え子
の篠崎磯治からの聞き書きをまとめたものである。芥川教官の反戦、反軍的姿勢が回想されて
いる。
当時の機関学校の教材は、英文を印刷にしたものを用いており、その内容はことごとく勝
利を謳歌する軍国主義的なものばかりで、英語を教えながら、生徒の士気を鼓舞激励する
のねらいであったが、芥川教官は新任匆々それを一掃して、教材に用いるものは、すべて
が敗戦の物語であり、衰亡の歴史であった。それゆえ一部の生徒からは、反軍的であり娑
婆くさいといわれて、早くも敗戦教官のニックネームを烙印された。〔中略〕「君達は、勝
つことばかり教わつて、敗けることを少しも教わらない。ここに日本軍の在り方の大きな
欠陥がある。むろん、敗けてはならない。しかし勝つためには、敗けることも考えるべき
だ。さらにいうが、戦争というものは、勝つた国も敗けた国も、末路においては同じ結果
である。多くの国民が悲惨な苦悩をなめさせられる」／あだかも、欧州第一次大戦の最中
であり、日本海軍は無敵海軍を誇示して、八八艦隊の出現に国幣の大半をかたむけて狂奔
していたころで、若い文官教官芥川龍之介の発言は、武官教官や一部の学生をひどく刺戟
させずにおかなかつた。
　また芥川のアフォリズム「侏儒の言葉」（大一二・一～一四・一一「文藝春秋」）の「小児」の章
も有名である。
軍人は小児に近いものである。英雄らしい身振を喜んだり、所謂光栄を好んだりするのは
今更此処に云ふ必要はない。機械的訓練を貴んだり、動物的勇気を重んじたりするのも小
学校にのみ見得る現象である。殺戮を何とも思はぬなどは一層小児と選ぶところはない。
殊に小児と似ているのは喇叭や軍歌に皷舞されれば、何の為に戦ふかも問はず、欣然と敵
に当ることである。／この故に軍人の誇りとするものは必ず小児の玩具に似てゐる。緋縅
の鎧や鍬形の兜は成人の趣味にかなつた者ではない。勲章も──わたしには実際不思議
である。なぜ軍人は酒にも酔はずに、勲章を下げて歩かれるのであらう？
　このように、芥川の軍人嫌い、戦争嫌いはやや感情的なまでに徹底している。恒藤は日露戦
時には多数の犠牲に「慄然」としているが、廣瀬中佐の死を悼む、東郷元帥の姿を見て感激す
るなど、当時ごく一般的だったであろう国民感情も持ち合わせており、芥川のように感情的に
軍人や戦争を嫌う様子はみられない。常に冷静な思考が必要とされる学者と、感情を動機に、
あるいは感性を糧に作品を紡ぐ作家との資質の違いが、両者の日露戦争観にも表れているよう
だ。
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２　トルストイ ──「戦争と平和」をめぐって──
　日本の近代文学にトルストイが与えた大きな影響については、今更言うまでもない。トルス
トイズムという言葉も生まれ、芥川の「秋」（大九・四「中央公論」）には、「彼〔俊介〕は信子と違って、
当世流行のトルストイズムなどには一向敬意を表さなかつた。」とある。恒藤も芥川も、一高
在学中のほぼ同じ時期にトルストイの洗礼を受けている。具体的には、芥川は読了したトルス
トイ「コサック」に、「井川君にすゝめられてよむ気になる」と書き込んだ（日本近代文学館芥
川龍之介文庫蔵本、明治四四年九月二一日読了）。「向陵記」第二巻明治四四年一月二八日、二九日
に恒藤が「コサック」を読んだことが書かれており、この前後、恒藤はトルストイ全集を熱心
に読み込んでいる。芥川は明治四四年七月一三日に読了した“The Kreutzer Sonata―Family 
happiness”（芥川文庫蔵）に「Tolstoi を繙く之に始る」と記しているから、トルストイ読者
としては恒藤が少し先輩だったことになる。特に「戦争と平和」については、恒藤はノートに
筆写するなどして熱心に読み込み、芥川も創作に取り入れている。戦争観や後の思想にも影響
した可能性があり、本稿ではまず恒藤の「戦争と平和」（War and Peace）の読書体験から考
察する。
（１）恒藤恭
　一高在学中の日記「向陵記」からトルストイ関係の記事をいくつか拾うと、明治四四年二月
三日記事に「図書館にいって、トルストイ全集をよむ」とある。ちなみにこの日は、徳冨蘆
花の謀反論に関する新渡戸校長の反論演説を聴いた、その午后である。恒藤はその前月、一
月二十～二十八日に「アンナ・カレーニナ」、二十八・二十九日に「コサック」を読んでいる。
その後二月六日に「夜、図書館にいって、ウォー アンド ピースをよんだ。」、二月七日に「夜、
図書館にいって、ウォー アンド ピースをよむ。」とある。
　大正二（1913）年二月四日には、「長崎君が青年会から借りてきたトルストイ伝をよんだ。
非常におも白かった。トルストイの破門された日に、モスコーの町の学生や労働者たちの行列
にかこまれたあたりの記事にいたって涙がこぼれた。そして、その死んだとき、ヤスヤナ ポ
リヤナの人々が、「君の記憶は、われらの間に消えざる可し」といふ銘旗をかゝげていったと
ころをよんで、又涙がわいた。」と記している。トルストイは 1910 年 11 月に亡くなっており、
大正二年当時入手できたトルストイの伝記（3）で、恒藤が引く葬儀の際の銘旗の記事を含んでい
るのは、英訳本ではビュルコフのトルストイ伝の英訳“The Life of Tolstoy”（London, New 
York, Toronto and Melborune : Cassell and Company limited, 1911）であり、恒藤はこれを借
───────────────────────────────────────────────
　（3）　明治から大正当時入手できた、ビュルコフやモードによるトルストイ伝の諸本については、籾内裕
子による二論文「「トルストイ伝」と芥川龍之介の書き込み」（「緑の杖―日本トルストイ協会報」平
二一・三）、「芥川龍之介とツルゲーネフ―「山鴫」をめぐる芥川の読書経験から」（「ロシア語ロシア
文学研究」平二一・九）に詳しい。
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りたと思われる。同じ 1911 年に英訳も出ているロマン・ロランのトルストイ伝には、該当す
る記事がない。ただ、上記ビュルコフの英訳本は水島耕一郎の和訳（4）も出ているので、こちら
を借りた可能性残る。相馬御風の和訳が書籍として刊行されるのは大正六年になってからであ
る（前年「早稲田文学」に連載）。
　その翌日の二月五日、興奮冷めやらなかったのか、恒藤は芥川にトルストイについての話を
している。「向陵記」には「休みの時間には、芥川君と図書館のところの階段を下りて、枯れ
た桐の立ってゐる草わらの間をあるくのだ。／わたしハ、トルストイについてはなした。／
「トルストイは、われゝゝの経験し得る感情をすべて経験しつくし、われゝゝ の考へうる思想
をすべて考へつくして、たれよりも広くたどり、たれよりもたかく登って、そこからわれゝゝ
を教へてくれるやうな気がするだらう。」／芥君は古事記にある、仲哀天皇が琴をひき玉うて
神功皇后がきゝ玉ふ、一とくだりのはなしをした。」とあり、恒藤はトルストイにほとんど心
酔といってもよいほどの傾倒ぶりを見せている。また同年三月十一日には、講演会で中沢臨川
の講義「トルストイ」を聴き、内容を「向陵記」に記している。
　では、恒藤はトルストイを、殊に「戦争と平和」を、どのような点に着目しながら読んだの
であろうか。恒藤は図書館でトルストイを読み込みながら、一部を筆写したりメモを記したり
しており、大阪市立大学恒藤記念室が所蔵する恒藤の読書ノートにそれらが残されている。所
蔵資料目録番号Ⅶ‐32、「柏露甕」と題された英文の読書ノートで、表紙に標題のほか「南寮
十　井川恭」と記され（写真１参照）、裏表紙に「明治四十四年一月」と墨書されたものである。「ア
───────────────────────────────────────────────
　（4）　パウル・ビルコフ原著、水島耕一郎訳述『トルストイ金伝』（明四五・七　内外出版協会）。恒藤
が引く破門のエピソードもあり、葬儀の際の銘旗については「君が善行の記憶は／吾等の間に死せ
ざるべし。」（208 頁）と訳されている。英訳本では "The Memory of your Good Dees wiill not die 
amongst us"（155 頁）となっている。
写真 1 写真 2
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ンナ・カレーニナ」や「コサック」等のメモにつづいて WAR  AND PEACE の見出しと Fr. 
Feb.5th の日付が見出せる（写真２参照。引用番号 74 とあるのは、ノート冒頭の「アンナ・カレー
ニナ」からの通し番号）。「二月六日」「二月七日」など、部分ごとに筆記した日付が書かれており、
「向陵記」で「夜、図書館にいって、ウォー アンド ピースをよんだ。」等と書かれている日付
と一致する。
　一高図書館旧蔵の英訳トルストイ全集は、東京大学の駒場図書館に現存する。The Complete 
Works of Lyof N. Tolstoï （Edited by Nathan Haskell Dole Thomas Y. Crowell, c1898-c1899 v. 
1-2 v. 3-4 v. 5-6）で、各巻に「第一高等学校図書室」の印が扉などに押されている。この本の
本文と、恒藤の抜書きとを比較すると全くの同文であり、恒藤は同書の登場人物一覧もそのま
ま写している。間違いなく一高図書館でトルストイ全集を読みながら抜書きしたノートである。
　「戦争と平和」からの抜書きに関して言えば、引用ごとに付された番号は 74 から 126 まで
の計 53 の引用が「戦争と平和」からのもので、ノートのそれ以降の部分は別の作品に移って
いる。最後の 126 には二月廿四日と日付がある。最初の 74 は一高旧蔵の Thomas Y. Crowell
版で言えば v. 1-2、パートⅠの第 7 章 35 ページからの引用で、アンドレイがピエールに結婚
についての助言をする場面である。最後の引用番号 126 は v. 5-6、パートⅩⅤの第 15 章 130
ページからの引用で、ピエールが老け込んだナターシャと再会し彼女への愛を再確認する場面
である。パートⅩⅤのあとはエピローグであるから、最初から末尾近くまで、引用箇所はちら
ばっている。その全て 53 箇所の引用元を一高旧蔵版に見出すことができる。ここで全てを紹
介することはしないが、引用は警句、心に響いた表現、箇所などを書き留めたものと思われる。
中には引用 77 のように‘We do not love men so much for the good that they do us , as for the 
good that we do them.’（われわれは、むしろ人から受けた善のためよりも、人にほどこした
善のために、その人を愛するものである（5））という一句だけの引用もあり、また引用番号 119
（v. 5-6、パートⅩⅠの第 32 章 157 ページ）のように、ナターシャとアンドレイの劇的な和解
の場面を二十行にわたり引用した箇所もある。
　中でも注目したいのは、アウステルリッツの戦いでアンドレイ公爵が倒れる場面の引用であ
る（引用番号 82、v. 1-2、パートⅢの第 16 章 125 ページ）。これは芥川も心惹かれた場面である。
一高旧蔵版で十七行分の引用箇所だが、恒藤はそのうち八行ほどを略している。
　Over him he could see only the sky, the lofty sky; not clear, but still immeasurably lofty, 
and with light gray clouds slowly wandering over it.
　“How still, calm, and solemn! How entirely different from when I was running,” said 
Prince Andreï to himself. “It was not so when we were all running, and shouting,and 
fighting; how entirely different it is from when Frenchman and the artilleryman, with 
───────────────────────────────────────────────
　（5）　パートⅠの第 27 章 146 ページ、公爵令嬢マリヤがアンドレイに言うせりふの中で、「スターンが
言ってるでしょう」として引用しているもの。和訳は仮に工藤精一郎訳の新潮文庫版（平一二・七　
第四十七刷）第 1 巻第 4 部第 15 章によった。一高旧蔵版とは章数などが多少異なる。
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vindictive and frightened faces, were struggling for possession of the sponge: the clouds 
then were not floating over those infinite depths of sky as they are now. How is it that I 
never before saw this lofty sky? and how glad I am that I have learned to know it at last! 
Yes! all is empty, all is deception, except these infinite heavens. Nothing, nothing at all 
besides!  And even that is nothing but silence and peace! And glory to God! …”
彼の頭上には、空のほかは、──灰色の雲がゆるやかにわたっている、明るくはないが、
やはり無限に深い、高い空のほかは、もう何も見えなかった。『なんというしずけさだろ
う。なんという平和だろう、なんという荘厳さだろう、おれが走っていたときとは、なん
という相違だろう』とアンドレイ公爵は考えた。『おれたちが走ったり、叫んだり、戦っ
たりしていたときとは、なんという相違だ。フランス兵とロシア砲兵が恐怖と憎悪に顔を
ゆがめて洗杆の奪い合いをしていたときとは、なんという相違だ、──あのときはこの
無限に高い空をこんなふうに雲がわたってはいなかった。どうしておれはこれまでこの高
い大空に気がつかなかったか？　やっとこの大空に気がついて、おれはなんという幸福だ
ろう。そうだ！この無限の大空のほかは、すべてが空虚だ、すべてが欺瞞だ。この大空以
外は、何もない、何ひとつ存在しないのだ。だが、それすらも存在しない、しずけさと平
和以外は、何もない。おお、神よ、栄えあれ！……』（工藤精一郎訳、注 5 と同じ新潮文
庫第 1 巻第 3 部第 16 章（一高旧蔵版とも同じ））
　上の引用で言えば傍線部だけを恒藤は書き写しているが、この場面は戦争の狂気とむなしさ
が、すべてを包んでただ静かに在る自然と対比された名場面であり、死を意識して初めてそれ
に気づく人間の愚かしさをも示している。恒藤が後に著した論文「世界民の愉悦と悲哀」（大
一〇・六「改造」）第十二節に次のような部分がある。
深い藍色にかぎりなく晴れひろがつた大空、そこにかがやく太陽の、萬人の心の隅の隅の
暗さまで射とほすかと思はれる強い明るさ──さうした物象をながめる毎に、その下で
絶え間もない残虐な争闘に従事している人間たちの世界のあることが、世界民にはつくづ
くと不思議に思はれる。
　上記の引用部と重なる認識であり、一高時代のトルストイへの傾倒が後の思想にもつながっ
ていることを思わせる。この場面の、死を覚悟した、いわば末期の眼に映る自然や人生の美し
───────────────────────────────────────────────
　（6）　注 5 と同じ工藤精一郎訳ではそれぞれ 114「彼の人生におけるすべての最良の幸福なときどきが、
特に遠い、物心ついたばかりの幼な子のころ、服をぬがされて、小さなベッドに寝かされ、乳母があ
やしながら、子守歌をうたってくれたことや、枕に頭を埋めて、人生の幸福な意識だけにつつまれて
いたことなどが、彼の想像に、それも過去の思い出としてではなく、現実に目の前にあるものとして
浮んできた。」119「ナターシャは、ひざまずいたまま、嗚咽をおさえながら、おびえて、そのまま凍
りついてしまったように（彼女は身体を動かすことができなかった）、彼に目を見はっていた。その
顔は蒼ざめて、仮面のように動かなかった。わずかに顎のあたりに何かがふるえていた。／アンドレ
イ公爵はほっと溜息をつくと、静かに微笑して、手をさしのべた。／「あなたでしたか？」と彼は言っ
た。「なんという幸福だろう！」／ナターシャはすばやい、しかし用心ぶかい動作で膝でにじりよると、
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さは、引用番号 114　（一高旧蔵版 v. 3-4 パートⅩの第 37 章 331 ページ）のボロジノの会戦
で同じくアンドレイ公爵が瀕死の重傷を負う場面や、引用番号 119（前掲、ナターシャとの和
解）、引用番号 122（v. 5-6、パートⅩⅡの第 16 章 246 ページ）の死を前にした心境も同様で
ある（6）。
（２）芥川龍之介
　次に恒藤に先導される形でトルストイを読んだ芥川である。芥川とトルストイをめぐっては、
既に島田謹二「芥川龍之介とロシヤ小説」（「比較文学研究」昭四三・九）があり、芥川を含む近
代作家のトルストイ受容に関しては柳富子の『トルストイと日本』（早稲田大学出版部　平一〇・九）
にまとめられている。柳氏は同書の後にも「芥川とトルストイ」（「解釈と鑑賞」平二二・二）にて「戦
争と平和」との出会いについて論じている。これら先行研究にてまとめられていることではあ
るが、以下芥川とトルストイ、特に「戦争と平和」について本稿にかかわるものを挙げたい。
　まず大正四年十二月三日恒藤あて書簡には、「この頃毎日戦争と平和をよんでゐる　あんま
り大きいので作としての見通しは殆まるでつかない　部分（それも可成長くに亘つてだが）に
は感心し得る限りの感心をしてゐる　人物ではプリンス　アンドレエが大好きだ　アンドレエ
のお父さんも妹もよく書いてある　アンドレエが死んだと思つてゐるとかへつて来る　その途
端にアンドレエの夫人が産で死ぬ　あすこは実にうまい　アウステリツツでアンドレエが仆れ
て空をみる所もいゝがあすこの方が更にいゝ　こんなものを書いた奴がゐるのだと思ふとやり
きれない　日本なんぞまだまだだ　夏目さんにしてもまだまだだ」とある。傍線部は先述のと
おり恒藤も引用していた場面で、偶然ではあろうが同じ場面に注目していたわけである。ある
いはトルストイに傾倒していたころの恒藤から、この場面がいい、と聞かされていたのをふま
えて、君がすすめたあの場面もいいが、という意味で傍線部のように書いたのかもしれない。
なお日本近代文学館芥川文庫に残る芥川旧蔵トルストイ全集は、一高旧蔵版とは違う、ロンド
ンのウォルタースコット版である。
　芥川は「首が落ちた話」（大七・一「新潮」）で、場面を日清戦争に変え、このアウステルリッ
ツのアンドレイの場面を取り入れている。日清戦争で首に大傷を受けた何小二がたおれて空を
見上げる場面である。傍線部などに注目すると、「戦争と平和」の影響が感じられる。
───────────────────────────────────────────────
そっと彼の手をとり、その上に顔をよせて、わずかに唇をふれながら接吻した。／「おゆるしくださ
いませ！」と顔を上げて、じっと彼を見つめながら、彼女はささやくように言った。「あたしをおゆ
るしくださいませ！」／「あなたを愛しています」とアンドレイ公爵は言った。／「おゆるし…」／「何
をゆるすのです？」とアンドレイ公爵はたずねた。／「おゆるしください、あたしが……したことを」
とナターシャは聞えないほどのとぎれとぎれのささやき声で言うと、何度も何度も、わずかに唇をふ
れながら、彼の手に接吻しはじめた。」122「負傷後の彼が閉ざされていた苦しい孤独となかば悪夢の
ような状態の中で、彼の前に開示された新しい永遠の愛の原理に、深く思いをいたすにつれて、彼は、
自分ではそれを感じないが、ますます地上の生活からはなれていった。」
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　馬の上から転げ落ちた何小二は、全然正気を失ったのであらうか。成程創の疼みは、何
時か殆しなくなつた。が、彼は土と血とにまみれて、人気のない川のふちに横はりなが
ら、川楊の葉が撫でてゐる、高い蒼空を見上げた覚えがある。その空は、彼が今まで見た
どの空よりも、奥深く蒼く見えた。丁度大きな藍の瓶をさかさまにして、それを下から覗
いたやうな心もちである。しかもその瓶の底には、泡の集まつたやうな雲がどこからか生
れて来て、又どこかへ翛
いうぜん
然と消えてしまふ。それが丁度絶えず動いている川楊の葉に、か
き消されて行くやうにも思はれる。〔中略〕その足が消えた時である。何小二は心の底か
ら、今までに一度も感じた事のない、不思議な寂しさに襲はれた。彼の頭の上には、大き
な蒼空が音もなく蔽ひかかつてゐる。人間はいやでもこの空の下で、そこから落ちて来る
風に吹かれながら、みじめな生存を続けて行かなければならない。これは何と云ふ寂しさ
であらう。さうしてその寂しさを今まで自分が知らなかつたと云ふ事は、何と云ふまた不
思議な事であらう。何小二は思はず長いため息をついた。／この時、彼の眼と空との中に
は、赤い筋のある軍帽をかぶった日本騎兵の一隊が、今までのどれよりも早い速力で、慌
しく進んで来た。さうしてまた同じような速力で、慌しくどこかへ消えてしまつた。ああ、
あの騎兵たちも、寂しさはやはり自分と変らないのであらう。もし彼等が幻でなかつたな
ら、自分は彼等と互に慰め合つて、せめて一時でもこの寂しさを忘れたい。しかしそれは
もう、今になつては遅かつた。／何小二の眼には、とめどもなく涙があふれて来た。その
涙に濡れた眼でふり返つた時、彼の今までの生活が、如何に醜いものに満ちていたか、そ
れは今更云ふ必要はない。彼は誰にでも謝りたかつた。さうして又、誰をでも赦したかつた。
　一方で、恒藤が心酔していた、トルストイの生き方という面では、「雑筆」（大九・九～一〇・
一「人間」）の草稿（『芥川龍之介全集』（新版第二刷第二十一巻　平二〇・九 岩波書店）に
　「或幻」
われ夢にトルストイを見たり。躓き倒れたるトルストイを見たり。われは立ち、トルスト
イは匍匐す。憐むべきかな、トルストイ！　われトルストイを嘲笑ふ。しかも見よ、這へ
るトルストイは歩めるわれよりも速かなるを。われは疾駆し、トルストイは蛇行す。され
どわれトルストイに及ぶ能はず。トルストイは天外に匍匐し去れり。トルストイよ！　偉
いなる芋虫よ！
とある。地を這うようなトルストイの生き方への強い憧れと、翻って自らが近代知識人として
の生き方しかなし得ないという自覚が読みとれる。また「文芸鑑賞講座」（大一三・一〇・一〇、
同年一一・三〇、一四年四・三「文芸講座」に分載）では、
名高いトルストイの「戦争と平和」は古今に絶した長編であります。しかしあの恐しい感
銘は見事な細部の描写を待たずに生じて来るものではありません。たとへばラストオヴア
伯爵家の独
ドイツ
逸人の家庭教師を御覧なさい。（第一巻第十八章）この独逸人の家庭教師は主
要な人物でない所か、寧ろ顔を出さずとも差支へないほどの端役であります。しかしトル
ストイは伯爵家の晩餐会を描いた数行の中に彼の性格を躍動させてゐます。
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　「独逸人の家庭教師は食物だのデザアトだの（食事の後に出る菓子や果物）酒だのの種
類を残らず覚えようと努力した。それは後にこまごまと故郷の家族に書いてやる為だつた。
だから家来がナプキンに包んだ酒の瓶
びん
を携へたまま、時々素通りをしたりすると、大いに
憤慨して顔をしかめた。が、なる可くそんな酒などは入るものかと言ふ風を見せるように
した。彼の酒を欲しがるのは格別渇いてゐる為でもなければ、根性のさもしい為でもない。
只 頗
すこぶ
る品の良い好奇心を持つてゐる為である。しかしそれは不幸にも誰一人認めてくれ
るものはない。──彼はかう思ふと口惜しかつた。」
　翻訳は甚だ拙劣でありますが、大意は伝へられることと思ひます。前にもちよつと述べ
た通り、かう言ふ細部の美しさなしには「戦争と平和」十七巻の感銘、──あの手固い
壮大の感銘を生み出すことは出来ません。──と言ふのは創作の上でありますが、これ
を鑑賞の上へ移すと、かう言ふ細部の美しさをも鑑賞することが出来なければ、あの手堅
い壮大の感銘は到底はつきりとは捉へられません。只何か漠然とした感銘を受けるのに了
るだけであります。
と、細部の表現の大切さを説いている。全体としての構成力よりも、こういった細部を重視す
る点は、短篇作家芥川らしいと言える。技巧上もトルストイに感服していたのである。その他、
芥川は「舞踏会」（大九・一「新潮」）でも、初めての舞踏会に臨む少女明子の服装や様子の描写に、
「戦争と平和」でナターシャが同じく初めての舞踏会に臨む場面を利用している。また、トル
ストイとツルゲーネフを登場人物とする小説「山鴫」（大一〇・一一「中央公論」）もある。ま
た本稿第一節の芥川の部分で触れた日露戦争を舞台にした小説「将軍」において、握手一つで
堀尾らが肉弾になる決意をするくだりは、「戦争と平和」第三部（パートⅢ）第 8 章から第 9
章あたりでの皇帝の閲兵式や、陛下の前で死ねたら幸福だと夢想するロストフの心情と重なる。
ただし、「将軍」には先述のように講談本の典拠もあるので「戦争と平和」からの影響とは言
い切れず、また権威者（「戦争と平和」の皇帝と、「将軍」の N 将軍）の描かれ方は全く異なる。
　以上本節で検討してきたように、恒藤も芥川も、同時代の文学青年の類にもれず、トルスト
イを愛し強い影響を受けた。芥川は細部を直接創作に生かし、文芸の道へ進まなかった恒藤も、
トルストイの「教へ」＝思想・生き方から、根源的な影響を受けた。重ねて言えば一高時代の
トルストイへの傾倒が後の平和思想へつながってゆく一萌芽であった可能性は充分にある。
３　おわりに
　一高時代の親友芥川龍之介との比較という形で、恒藤にとっての日露戦争と、「戦争と平和」
を中心とするトルストイ体験について考察してきた。〈戦争の世紀〉を生きた世代ということで、
まず二十世紀はじめの日露戦争時の恒藤や芥川の経験を検証したが、恒藤にとって十代の少年
として新聞記事やその号外でしか戦争を知り得なかった日露戦争と、実際に教え子が戦死して
ゆくのをまのあたりにした太平洋戦争との違いはもちろん歴然としている。少年期、青年期か
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ら徐々に経験を重ね、思想を深めていく、その出発点の一端を今回は芥川と比較しつつ考えて
みた。
　芥川は昭和二年に亡くなっており、太平洋戦争を知らない。期待をかけていた次男がビルマ
（ミャンマー）で戦死することになろうとは、知る由もなかった。芥川亡きあと、戦時中の恒
藤は学生たちにどう接していたのか。『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』（平一四・三　
大阪市立大学学術情報総合センター）を見ると、戦時中、兵役に就いた教え子からの手紙（軍事郵便）
が何通か残されている。資料目録の備考欄に「お守りの御礼」という記述が複数ある。恒藤は
出征する教え子たちの無事を祈り、お守りを贈っていたらしい。それら葉書のうちの一通、昭
和一八年八月五日付、「大阪東区法円坂町中部第二三部隊吉田隊」から出された梶谷康也とい
う学生からの葉書には、軍隊生活の中で「内省を怠り勝ち」になっている自分が情けないとし、
「先生どうかよき激励を下さい」と結んでいる。そして次の葉書、同年八月二七日付、同じ吉
田隊からのものには、「色々の激文よりも先生のお送り下さった百合の花は現在の小生の心境
に寧ろそぐはしいものである事に気付きました」とある。恒藤は、兵舎で軍務に追われ内省の
時間も気力もないという教え子に、激励の言葉と共に百合の花を贈ったのである。
　キリスト教にも関わりが深かった恒藤は、聖母マリアの加護をと祈ったのかもしれない。し
かしそれよりも、その百合の花は、学問もままならない時勢下で信念を貫き研究を続ける恒藤
の姿そのものであり、教え子にもそうあってほしいと願ったのであろう。そしてそのメッセー
ジはこの若者にしっかりと伝わった。しかし、昭和一九年七月二五日付の葉書は、この若者の
父から恒藤に宛てられたもので、南方で戦死した息子の遺骨が帰還することを伝えている。お
話をうかがうことができたご遺族によれば、梶谷康也氏は昭和十八年十月十五日、台湾台中北
方の海上にて敵艦の攻撃を受けて戦死した。遺骨の帰還と言ってももちろん実際の遺骨ではな
かった。
　　　或るは帰りあるはかへらぬ教え子のことを想ひて夜半にさめたり
　旅順の陥落には「多大の犠牲をはらはざるべからず」という新聞記事を読み「慄然たらざる
をえず。」と記した井川少年の姿は、その後の思想形成や容赦ない〈戦争の世紀〉の体験により、
この一首に通じていると言えよう。
（おくの　くみこ・大阪市立大学大学院文学研究科准教授）
＊本稿を草するにあたり、恒藤恭シンポジウム当日、および事前のシンポジウム準備研究会（平成二十五
年十月二十三日　於恒藤記念室）において、多くの出席者の皆様からご意見やご助言を賜り、当日の発
表や本稿に活かすことができました。記して御礼申し上げます。また本稿「おわりに」の葉書のくだりは、
大阪市立大学国語国文学会「会報」第 58 号に掲載の拙文と一部重複しておりますことをお断り申し上
げます。
